

























































磁化容易軸はCoC12･2H20が結晶のb軸,FeC12･2H20の場合 ac面内の C軸 から
320傾いた方向である｡比熱測定の代表的な結果をFig.1に示す｡測定温度範囲で比熱
に2つの異常が見られる｡高温側のピークは常磁性から反強磁性相-の転移,低温側の
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結晶の帯磁率 (I)で測定するとL4でx｡*,xcに異常が現われ,次いで L2で xbに異
常が現われることになる｡このことはFig.4ではっきり見ることができる｡同様なこと
はFe2+ が濃い場合についても言うことができるOただしその場合は境界線 L3でスピ
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